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2．受講生の意識変容調査 

2.1 調査の概要 

ME 養成講座を開設した平成 26 年（2014 年）から講座の受講による維持管理（メンテナンス）

に対する意識等（以下，「メンテナンス意識」という）の変容調査（アンケート）を続けている。 
表 2-1 に設問内容を示す。このアンケートではそれぞれの質問について“直感的に”あてはまる

ところを選ぶように促している（7 段階で回答）。内容はやや難解となっているが要旨は次のよう

である。問 A はメンテナンスエキスパーチ（ME）に求められる俯瞰的な視点の意識を，問 B と

C は表現は異なるがインフラメンテナンスの重要性に対する意識を，問 D と E はインフラメンテ

ナンスに取り組む矜持の芽生えを聞いている。問 F は本養成講座のもう一つの目的である人的ネ

ットワークの構築を問うている。最後に，問 G は地域社会との協働の意識を聞いている。 
また，図 2-1 のアンケート用紙に示すように，設問項目に回答する 7 段階は，1～3 が質問に対

してマイナスのイメージで，「全くない」，「全く気にかけていない」，「全く感じない」と思うもの

で，１が最も強いレベルである。４は「どちらともいえない」中間レベル，5～７はプラスイメー

ジで，「とてもよくある」，「とても気にかけている」，「とても感じる」で，７が最も高いレベルで

ある。 
以下，これらの項目についてアンケート結果を示す。 
 

表 2-1 意識変容アンケート調査の設問内容 

 設問 回答レンジ 

A あなたは，日常の業務の中で，インフラ施設をその施工から，

点検，診断，補修，維持管理，廃棄に至るまで全体の流れの中

に位置付けて検討することがありますか？ 

1）全くない 

4）どちらとも言えない 

7）とてもよくある 

B あなたは，日常の業務に関わりなく，地域におけるインフラ施

設を一つ一つに対して，健全な状態に維持できるように，常日

頃より気にかけていますか？ 

1）全く気にかけてない 

4）どちらとも言えない 

7）とても気にかけている 

C あなたは，日常の業務に関わりなく，市民がインフラ施設を安

全で快適に利用できるように，常日頃より気にかけています

か？ 

同上 

D あなたは，地域におけるインフラ施設を大切に維持管理する仕

事に誇りを感じますか？ 

1）全く感じない 

4）どちらとも言えない 

7）とても感じる 

E あなたは，インフラ施設の整備や維持管理を通じて，我が国の

国土や地域の保全に貢献することに誇りを感じますか？ 

同上 

F あなたは，ご自身が所属する組織の外に，インフラ施設の整備

や維持管理について相談したり話し合える人はどの程度いま

すか？ 

1）全くない， 2）1人～4人程度， 

3）5 人～10 人程度， 4）10 人～24 人程

度， 5）25 人～49 人程度， 6）50 人以上 

G あなたは，地域におけるインフラ施設を大切に維持管理するこ

との重要性を市民に向けて積極的に伝えていきたい，と思いま

すか？ 

1）全く思わない 

4）どちらとも言えない 

7）とても思う 
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ちなみに，図 2-10 と図 2-11 に行政機関と民間機関からの受講生によるメンテナンス意識の変

容調査結果を示す。行政機関の受講者は，特に設問 B～E において受講前後の変容の増加が見受

けづらいが，裏返せば受講前の段階からメンテナンス意識が十分に高いとも解釈できる。ただし，

受講後にマイナスに転じている結果には若干の疑問も残る。 
 
 

 
 

図 2-10(1) メンテナンス意識の変容調査結果 
（行政機関の受講生，経年的比較） 

 
 

図 2-10(2) メンテナンス意識の変容調査結果 
（民間機関の受講生，経年的比較） 
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図 2-11(1) 各年度における変容調査結果 
（行政機関の受講生，経年的比較） 

 

 
 

 
 

図 2-11(2) 各年度における変容調査結果 
（民間機関の受講生，経年的比較） 

 


